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巨大地震の発生メカニズムの解明に迫る 
～沈み込みプレート境界地震発生帯の流体圧変動に関する研究論文が、Nature系学術誌

『Scientific Reports』に掲載～ 

 

 高知大学大学院理工学専攻１年の細川貴弘さんと自然科学系理工学部門の橋本善孝教授による研究論

文が、Nature 系学術誌「Scientific Reports」に掲載され、2022 年８月 30日に電子版が公開されました。 

沈み込みプレート境界地震発生帯には水などの流体が存在しており、この水圧（流体圧）が地震発生メ

カニズムに影響を与えている可能性が指摘されています。この地震発生帯での流体圧の変動を捉えること

は、近い将来高い確率で発生するとされている南海トラフ地震のような巨大地震を理解する重要な手掛か

りになると考えられています。 

 本研究では、徳島県牟岐町にある南海トラフ地震発生帯と同様の過去の地震発生帯と考えられる断層帯

で見られる鉱物脈（過去に流体の中から固体が分かれて生成された鉱物）の向きのばらつきに注目し、古

応力解析と岩石破壊理論に基づくモデル（力の向きと大きさに応じて岩石が壊れる条件）を用いて、鉱物

脈が形成された時の広域的な圧力の向きと流体圧の変動を推定しました。その結果、この鉱物脈には、地

震サイクル（東北地方太平洋沖地震で観測されたような地震前後の圧力の向きの変化）が記録されている

ことが明らかになりました。また、地震発生時の動的な流体圧の上昇量と地震発生後の流体圧の減少量を

地質学的に制約することに成功しました。この動的な流体圧の上昇は地震時のすべりを促進し、地震発生

後の流体圧の減少は地震の発生間隔に影響を与える可能性が考えられます。 

 今後、この研究成果は、南海トラフ地震などの沈み込みプレート境界における巨大地震の発生メカニズ

ムの解明につながることが期待され、ひいては将来の地震予測などの減災に役立つ可能性があります。 
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図 a：日本の四万十帯の分布。図中 b は、本研究対象の牟岐メランジュの位置を示す。 

図 b：徳島県牟岐町に分布する牟岐メランジュ。図中 c は、本研究対象の断層帯の位置を示す。 

図 c：断層帯境界付近で見られる鉱物脈。写真で見られる白い線状のものが鉱物脈である。 
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